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（187）杉原泰雄教授略歴

一
九
三
〇
年
四
月
一
五
日
　
　
静
岡
県
伊
豆
半
島
に
出
生
。

一
九
四
く
年
三
月
　
　
　
　
旧
制
静
岡
県
立
韮
山
中
学
校
を
卒
業
。

一
九
四
八
年
四
月
　
　
　
　
　
旧
制
官
立
静
岡
高
等
学
校
文
科
に
入
学
。

一
九
四
九
年
三
月
　
　
　
　
　
同
高
等
学
佼
一
年
を
修
了
（
学
制
改
革
で
廃
校
と
な
る
）
。

一
九
五
〇
年
九
月
　
　
　
　
　
専
修
犬
学
法
学
部
（
二
部
）
に
入
学
。
昼
間
働
く
。

一
九
五
一
年
四
月
　
　
　
　
学
習
院
大
学
政
経
学
部
政
治
学
科
二
年
に
編
入
学
。

一
九
五
四
年
三
月
　
　
　
　
同
学
科
を
率
業
。

一
九
五
六
年
四
月
　
　
　
　
　
一
橋
大
学
犬
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
に
入
学
。

一
九
五
八
年
三
月
　
　
　
　
同
課
程
を
修
了
。
法
学
修
士
。

一
九
五
八
年
四
月
　
　
　
　
同
犬
学
院
法
学
研
究
科
樽
士
課
程
に
入
学
。

一
九
六
一
年
三
月
　
　
　
　
同
課
程
を
修
了
。
法
学
博
士
。

一
九
六
一
年
六
月
　
　
　
　
　
一
橋
大
学
法
学
部
専
任
講
師
と
な
る
。

一
九
六
五
隼
四
月
　
　
　
　
　
同
学
部
助
教
授
と
な
る
。

一
九
七
二
年
三
月
　
　
　
　
同
学
部
教
授
と
な
る
。

一
九
七
九
年
一
一
月
　
　
　
　
同
大
学
学
生
部
長
と
な
る
＾
二
年
間
）
。

一
九
八
二
年
五
月
　
　
　
　
　
同
大
学
法
学
部
長
と
な
る
（
二
年
問
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
一
橋
犬
学
尊
任
講
師
に
就
任
後
、
東
京
大
学
法
学
部
、
静
岡
夫
学
人
文
学
部
、
名
古
屋
大
学
法
学
部
、
熊
本
犬
学
法
学
部
、

　
東
京
女
子
大
学
文
理
学
部
、
上
智
大
学
法
学
部
、
日
本
犬
学
法
学
部
、
明
治
夫
学
法
学
部
な
ど
の
非
常
勤
講
師
も
経
験
す
る
。

津
田
塾
大
学
学
芸
学
部
、
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ま
た
、
日
本
公
法
学
会
理
事
＾
一
九
七
三
年
よ
り
現
在
ま
で
）
、

代
表
（
一
九
く
七
年
一
〇
月
か
ら
二
隼
問
）
な
ど
も
つ
と
め
る
。

全
国
憲
法
研
究
会
運
営
委
員
（
一
九
七
一
年
か
ら
現
在
ま
で
）
、

全
国
窟
法
研
究
会
　
　
8
8

　
　
　
　
　
　
　
　
1




